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第５回日本木材保存協会功績賞
「木造構造物の腐朽原因調査と木質材料の耐久性評価及び
それらの普及広報活動への貢献」

酒井温子（奈良県森林技術センター）

1988年３月に京都大学大学院農学研究科修士課程を修了し，同年４月から
財団法人元興寺文化財研究所に勤務。1990年４月に奈良県庁に入庁し，林
業試験場（2000年森林技術センターへと組織名称変更）での試験研究業務
及び県行政部局での勤務を経て，現在に至る。

業 績 概 要

　木造構造物の腐朽原因の調査や木質材料の耐久性評価，また木材保存関連企業からの依頼により薬剤の
防腐性能試験等を行っています。木造構造物の腐朽部位から担子菌を分離しその性質の解明や，屋外遊具
の折損に伴う人身事故の原因調査など，実際に腐朽した木造構造物から課題の掘り起こしを行ってきまし
た。脱炭素社会の実現に向けて，木材の長寿命化も重要性を増しており，木材を腐朽から守る研究は時流
に合う取り組みと考えます。
　公益社団法人日本木材保存協会との関わりについては，2009年から2015年まで木材保存編集委員，2021
年からは授賞選考委員として協会の運営に関わりました。また，日本木材保存協会ウェブサイトにおける

「野外杭試験」紹介ページ，企業製品の AQ 認定のための研究会委員（2018年），林野庁補助事業委員
（2009-2011年）等に携わるとともに，「木材保存」誌に木材腐朽や木質材料の耐久性評価等に関する研究
論文や資料を数多く公表するなど，協会の調査・研究と普及・広報に貢献しました。
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